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  磁石の磁場強度はガウスメーターによって測定した。 
  
２、試料ケースの作成 
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この装置を約 1.8ｍの高さから落下させる。このとき、箱を二重にすることで空気抵抗による残
留ｇを取り除いた。以下は箱が一重の時と二重の時のそれぞれの重力の時間変化である。 
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 が考えられる。 
 1 については、使用した氷試料のサイズが大きすぎて、初期位置の磁場強度と実際に受けている
磁場強度に差異が生じてしまうことによるものである。 
２については、装置の落下時にカメラ本体や試料ケースが上下に動いてしまうことが、のちの画像
解析において、座標のずれを生んでしまい、結果的に正確な速度が測定できないことによるもので
ある。 
 
＜今後の課題＞ 
 今後の課題として以下のことが挙げられる。 
（１）粒子サイズを変える 
（２）磁場強度を変える。 
（３）混合物での測定を試みる。 
 
（１）について 
実験原理で見たように、本実験での磁化率測定は質量に依存しない。粒子サイズ、つまり質量を
変えて測定することで、この原理を実証することが重要であると考えられる。 
（２）について 
上記同様、初期位置での磁場強度を変えても終端速度が変わるだけで、磁化率自体は変わらない。
このことを実証する。 
（３）について 
日常生活や、宇宙空間に分布している氷粒子が不純物を含まないことはごくまれであり、多くの
場合は、他の物質との混合物となっている。 
 したがって、混合物の磁化率を測定することにも意義があると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
